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をどう止めるか
一民間港湾雹空港の軍事利用を中心に

（土）自治
零

●市民
フォーラム

午後1時半～8時半（夕食休憩含む）

会場●東京港芝浦サーピスセンター (22ページに案内）

5/30（日）：：：：a畠午民会しャッピース全国会議
参加費；通し参加 2000円（宿泊費・食費等別）
市民フォーラムのみ 1000円
（参加費には遠方からの参加者への旅費カンパを含む）

［月刊］キャッチピース1し言□



四
月
二
七
日
、
衆
議
員
本
会
議
で
、
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
11"
周
辺
事
態
法
案
・
自
衛

隊
法
改
正
案
．

A
C
S
A改
定
案
が
自
民
自

由
・
公
明
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

三
党
の
協
議
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
修
正

内
容
は
、
①
周
辺
事
態
の
定
義
に
「
そ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
、
日
本
へ
の
直
接
武
力
攻
撃
に
至

る
恐
れ
の
あ
る
事
態
」
を
例
示
と
し
ー
文
追
加
す

る
（
つ
ま
り
「
準
日
本
有
事
」
の
規
定
]
ミ
も
目
衛

隊
の
後
方
地
域
支
援
と
後
方
地
域
で
の
遭
難

者
捜
索
救
助
活
動
を
国
会
承
認
対
象
（
原
則
事

前
、
緊
急
時
は
事
後
）
と
す
る
．
③
船
舶
検
脊
は

法
案
か
ら
削
除
し
、
今
国
会
に
も
別
の
立
法
措

置
を
と
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
3

政
府
原
案

田
巻
一
彦
（
編
集
部
）

よ
り
も
よ
り
踏
み
込
ん
だ
、
自
衛
隊
の
任
務
拡

大
に
道
を
開
く
内
容
に
な
っ
た
。．
 

「
我
々
は
、
国
益
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
要
請

さ
れ
て
い
る
。
ご
れ
は
訓
練
で
は
な
い
。
訓
練

で
っ
ち
か
っ
た
ル
を
実
際
の
世
界
で
行
使
す

る
時
だ
」
。
四
月
二
日
、
横
須
賀
を
母
港
に
す
る

空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
艦
長
は
、
グ
ア
ム
で
中

東
へ
の
出
動
を
命
じ
ら
れ
、
乗
組
員
に
こ
の
よ

う
に
訓
辞
し
た
。
大
規
模
浪
習
を
終
え
た
ば
か

り
の
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
中
東
派
遣
は
予
定
の

行
動
で
は
な
か
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
空
母
エ
ン

夕
｀
i
プ
ラ
イ
ズ
に
替
わ
っ
て
中
東
で
「
サ
ザ

ン
・
ウ
オ
ッ
チ
作
戦
」
に
就
く
は
ず
で
あ
っ
た

周
辺
事
態
法
案
衆
議
院
通
過
と

ユ
ー
ゴ
空
爆
を
考
え
る

11
日
本

「
殺
す
側
」
の

窄
母
ル
ー
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ユ
ー
ゴ
空
爆
作
戦
に

投
入
さ
れ
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
急
逮
決

定
さ
れ
た
も
の
だ
。

「
在
日
米
軍
」
ー
日
本
と
そ
の
周
辺
の
平
和

と
安
全
を
守
る
た
め
に
配
備
さ
れ
て
い
る
と

日
本
国
民
の
多
く
が
埋
解
し
て
い
る
軍
隊
i
ー

が
、
実
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
が
求
め
る
な
ら

ば
世
界
の
ど
こ
へ
で
も
、
い
つ
で
も
駆
け
つ
け

る
部
豚
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り

と
物
語
る
行
動
は
な
い
。
最
近
の
「
星
条
旗
新

聞
」
に
よ
れ
ば
、
「
同
固
の
力
」
と
称
さ
れ
た

ユ
ー
ゴ
空
爆
で
、
米
軍
艦
は
巡
航
ミ
サ
イ
ル
ト

マ
ホ
ー
ク
を
ほ
と
ん
ど
撃
ち
く
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
太
平
洋
に
配
備
さ
れ
た
ミ
サ
イ
・
J
V

が
、
地
中
海
に
ま
わ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
°
．
 

N
A
T
O軍
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
空
爆
は
、
当
初

は
軍
事
目
標
に
対
す
る
攻
撃
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
対
象
は
放
送
局
や
橋
、
鉄
道
、
道
路

な
ど
社
会
・
生
泊
イ
ン
フ
ラ
全
体
に
拡
大
さ

れ
、
「
戦
略
爆
撃
」
の
様
相
を
あ
ら
わ
に
し
て
い

る
。
空
爆
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
鉄
道

や
避
難
民
の
車
列
、
民
家
な
ど
に
対
す
る
「
誤

爆
」
が
あ
い
つ
い
で
発
生
、
多
数
の
巾
民
の
命

を
奪
っ
て
い
る
。
戦
車
攻
撃
に
は
湾
岸
戦
争
と

同
じ
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
使
用
さ
れ
て
い
る
扁
i

代
に
も
わ
た
ろ
健
康
被
害
が
ユ
ー
ゴ
民
衆
に

プログラム
暫定的なものですので、今後変更

の可能性があ 1)ます：

5月29日(±)
＜市民フォーラム＞

周辺事態法案の自治体・民間
動員をどう止めるか
特に民間港湾・空港の軍事利用を中心に

会場：東京港芝浦サービスセンター（案内22ページ）

第一部：午後1: 3 0 -5 : 0 0 

基調報告／国会報告／海運・航空労働者から

く各地からの報告＞ （紙上参加・調整中含む）小

樽・函館・苫小牧•新潟・東京・横浜・横須賀・
名古屋・舞鶴・神戸・大阪・呉・岩国・博多•佐
世保・高知・別府・大分・湯布院・熊本・鹿児
島・沖縄

・買疑討論
第二部．午後5: 0 0-6 : 0 0 
課題別提起：思いやり予算／地位協定／低空飛行

●質疑討論

午後6:00-7 : 00く夕食：各自＞
第三部：午後7: 0 0-8 : 3 0 
討論「自治体·民間の戦争協力を止めるには•••J
●質疑討論
●アピール採択

宿泊●東京海員会館（浜松町駅徒歩3分）

5月30日(8)
午前9:00-12:00
くキャッチピース全国会議＞

●経過報告

●活動の反省と今後の方針

5月31日侑）
国会ないし政府ヘアピールを持っていく。

●今年は、戦後の半は紀にとって、大きな辰開点

となる重要な年です。新ガイドライン＝戦争マ

二＿1 アルの策定を前提として、戦時に対処する

ための体制を法的につくろうとするガイドラ

ィン関連の戦争法案が国会で成立されようと

しています。その大きな柱である「日本周辺事態

措置法案」は、地理的な概念ではなく、アメリカ

が世界のどこかで起こす戦争に、日本が全面的

に関与することを確約するものですっ米軍への

支援の中には、自衛隊の後方地域支援だけでな

ふ民間港湾・空港の利用など自治体・民問への

協力の要請や依頼が含まれています。

●そこで今年の全国会議は、戦争法案の成立へ

向けて審議が続いている首都・東京で閲催する

ことになりました。法案の成立の如何に関わら

ず、自治体・民間の戦争協力は、新ガイドライン

体制にとって大きな柱であり、アキレス腱です。

●私たちは、昨春、民間港湾として米艦船を事実

上閉め出してきた神戸に集まり知恵を出し

合って作戦を立てました。そこで、提起した問題

は、その後、商知県、函館市・苫小牧市、小樽市、石

垣市などで具体的なテーマとなり、政府、自民党

は躍起になってその動きをつぶそうとしてい

ます。私たちは、さらにこの問題の所在を明らか

にし、具体的な形で追っていくことが、ガイドラ

イン体制の構築を許さないために極めて重要

であると思います。今年も、その延長上での市民

フォーラムを開催するに至った所以です。

●北海道から沖縄までの各地から東京に集ま

ろうと願っています。また、港湾・空港の軍事利

用だけでなく、周辺事態法案と自治体・民間との

関係についてできるだけ総括的に捉える作業

が今必要です。

●戦争マニュアルを何としても実働させない

ために、民間港湾・空港の戦争利用をはじめ、あ

らゆる戦争動員を許さない取り組みを全国各

地の人々とともに考え、一歩踏みだしましょう 3

皆さんの参加をお待ちしています，

第8回全国会議のご案内
女宿泊ご希望の方は5月14日までに事務局にご連絡ください。素泊まり3,000円前後（食費別）

事務局： TEL/FAX045-433-3483又は田巻TEL/FAX045-531-134l 
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沢田横須賀市長の「周辺事態法は必要」答弁の撤回を求める意見広告の会
代表●服部学・鈴木保•山中悦子
事務局●すべての基地に「NO」を・ファイト神奈川
連絡先●葬核市民宣言窟動・ヨコスカ
横須賀市本町3-14山本ビル2F TEし/FAX0468-25-0157

この意見広告は全国の678団体侶人の賛同金によって
作製されました。
意見広告へのご意貝をお寄せください。

意見広告
全

国

約

七

C
)
Oの
個

人

・

団

体

か

ら

賛

同

が

寄

せ

ら

れ

五

月

二

日

の

朝

日

新

聞

・

地

方

版

に

掲

載

さ

れ

ま

し

た

朝
鮮
戦
争

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

湾
岸
戦
争

私
た
ち
の
隣
に
あ
っ
た

「
周
辺
事
態
」
。

大
切
な
こ
と
は

新
た
な
「
周
辺
事
態
」
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
。

自
治
体
は
そ
の
砦
で
す
。

横
須
賀
市
長

沢
田
秀
男
様

「
周
辺
事
態
法
」
は
必
嬰

と
い
う
議
会
答
弁
を

撤
回
し
て
く
だ
さ
い
。匂我こ羅謳閾戸‘--一̂ - 房,; i 

”地す↑もと呂被しいのすし側活まる互

〖旦§口そ目喜胃行喜 9 忍誓且皇点昇喜
!~ホきしるら基抗な基のつ支、を事
んと亨基まくこ住地諜使地ててえ沢認態

「
鹿
辺
事
態
法
案
」
の
審
議

が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
治
体
や

民
間
の
力
を
、
「
戦
争
」
に
協
力

さ
せ
る
、
危
険
な
法
案
で
す
。
'

「
周
辺
事
態
法
案
」
は

9
条

で
「
法
令
及
び
基
本
計
画
に
従
い
、

地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、

そ
の
有
す
る
権
限
の
行
使
に
つ

い
て
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
が
協
力
要
請
を
断

れ
ば
違
法
状
態
と
な
る
等
の
発

言
が
、
政
府
関
係
者
に
よ
っ
て
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
基

地
を
か
か
え
る
市
町
村
で
作
る

「
全
国
基
地
協
議
会
」
の
質
問
に
、

政
府
は
こ
う
回
答
し
て
い
ま
す
。

「
9
条
1
項
の
規
定
は
（
略
）

地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
強
制

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
協
力
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
協
力
要
請
に
応
え
な
か

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
制
裁
的
な

措
置
を
と
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん」

(98
年
6
月
12
日

）

＾

）

3
月
12
日
の
国
会
審
議
で
も
、

小
渕
首
相
は
同
じ
よ
う
に
答

え
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
戦
後
の
地
方
自
治

は
そ
ん
な
に
や
わ
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。
地
方
自

冶
体
を
国
家
が
云
ハ
的
に
制
裁

す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
全
国
基
地
協
議

会
の
会
長
で
あ
る
沢
田
横
須
賀

市
長
に
、
定
例
の
記
者
全
見
（

98
年

6
月
18
日
）
で
、
「
制
裁
か

な
い
か
ら
と
い
っ
て
協
力
し
な
く

て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」

と
言
い
、
さ
ら
に
昨
年

11
月
25

日
の
議
会
答
弁
で
は
「
周
辺
事

態
法
は
必
要
」
と
ま
で
言
い
ま

し
た
。も
う
一
度
「
周
辺
事
態
法
案
一

9
条
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
協

力
要
請
は
「
法
令
に
従
い
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
法
令
」
が
、

現
に
存
在
す
る
個
別
法
で
あ
る

こ
と
は
、

98
年

5
月
8
日
の
衆

議
院
安
全
保
障
委
員
会
で
、
政

府
の
答
弁
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
っ
た
と
え
ば
、
民
間
港
を
米
箪

が
使
い
た
い
と
協
力
要
請
が
あ

っ
た
と
き
、
自
治
体
は
「
港
湾
法
」

に
も
と
づ
く
、
港
湾
の
管
理
権

を
手
放
さ
ず
に
、
「
イ
エ
ス
」
あ

る
い
は
「
ノ
ー
」
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

力
ず
く
で
は
自
治
体
の
力
を

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
今
、
政
府
が
最
も
ほ
し
い

一
凸
口

だ
」
、
「
制
裁
か
な
い
か
ら
と
い

っ
て
協
力
し
な
く
て
い
い
わ
け
で

は
な
い
」
と
い
う
、
一
連
の
沢
田

市
長
の
発
言
の
問
題
点
は
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
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私
は
、
「
周
辺
事
態
法
」
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論

議
の
最
も
深
い
道
徳
的
欺
喘
が
こ
こ
に
あ
る

と
思
う
。
日
本
が
当
事
者
と
し
て
引
き
受
け
よ

う
と
し
て
い
る
「
後
方
地
域
」
と
は
、
あ
く
ま
で

も
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
は
な
く
、

N
A
T
O
軍
の

後
方
地
域
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
N

A
T
O
車
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
米
合
同

軍
（
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
形
作
ろ
う
と
し
て

る
の
は
ま
さ
に
そ
う
呼
ぶ
他
の
な
い
軍
隊
だ
）

に
対
処
し
よ
う
し
て
い
る
「
周
辺
事
態
」
と
は
、

ト
マ
ホ
ー
ク
や
艦
載
機
に
よ
る
ス
タ
ン
ド
・
オ

フ
（
長
距
離
）
攻
撃
に
よ
る
、
「
な
ら
ず
も
の
国

家
」
の
破
壊
も
し
く
は
打
斜
、
で
あ
る
。

H
本
の

後
方
で
は
、
自
治
体
や
民
間
人
が
か
り
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は

一
発
の
弾
丸
も
ミ
サ
イ
ル
も
飛
ん
で
こ
な
い
U

イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ン
ヘ
の
空
爆
の
よ
う
に
。
そ

し
て
そ
の
矛
先
が
朝
鮮
半
島
北
部
に
向
け
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
「
戦
争
」
と
呼
ぶ
値
打
ち
す
ら
な

い
、
国
際
的
「
私
刑
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

「
周
辺
事
態
」
で
私
た
ち
が
立
ち
会
う
の
は
｀

「
殺
す
側
の
後
方
地
域
」
だ
。
そ
う
自
覚
す
る
こ

と
か
ら
、
私
た
ち
の
周
辺
事
態
法
と
の
戦
い
は

始
ま
る
（
コ
「
殺
す
な
！
」
と
何
度
も
何
度
も
叫
び

な
が
ら
・
-
.
o

． 
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
悲
劇
は
最
前
線
で
は
な
く
、
「
後

方
地
域
」
で
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
「
周
辺
事

態
法
」
は
後
方
地
域
と
は
戦
闘
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
そ
の
可
能
性
も
な
い
場
所
だ
と
い
う
。
だ

か
ら
そ
こ
で
行
わ
れ
る
自
衛
隊
や
民
間
に
よ

る
支
援
活
動
は
、
戦
火
か
ら
距
離
を
置
い
た
行

為
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、

H
本
が
協

力
し
て
い
る
米
国
の
軍
隊
そ
の
も
の
の
行
為

が
こ
の
欺
眺
を
暴
き
出
す
。
近
代
線
に
お
い
て

は
、
後
方
地
域
こ
そ
が
も
っ
と
も
悲
惨
で
無
差

別
的
な
破
壊
と
殺
り
く
の
場
と
な
り
う
る
こ

と
を
、

N
A
T
0
の
空
爆
は
実
証
し
て
い
る
。

．
 

ユ
ー
ゴ
の
「
後
方
」
の
か
く
の
ご
と
き
惨
状

に
比
べ
、

N
A
T
O
軍
の
後
方
地
域
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
ミ
サ
イ
ル
が
頭
上
を
遅
い
、
人
々

は
逃
げ
ま
と
い
、
血
を
流
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
ユ
ー
ゴ
の
反
撃
は

そ
こ
ま
で
は
と
ど
か
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
ミ

ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
政
権
は
「
民
族
浄
化
政
策
」
を

ま
す
ま
す
強
め
コ
ソ
ボ
民
衆
を
迫
害
す
る
。

ち
ょ
う
ど
、
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
政
権
が
、
ク

ル
ド
の
人
々
に
対
し
て
繰
り
返
し
て
る
よ
う

t

r
o
 

,
l
r
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自衛艦隊司令
横須賀地方総監
両者への

「海上警備行動」発令と
関連法案の早期成立発言に
抗議する！
1999.3.28 3月月例デモ参加者(28名）一同

「海上警備行動」の発令に抗議する

能登半島沖の「不審船」に対し、3月24日、

午前0時50分、自衛隊発足以来初めての「海

上警備行動」が発令されました。これにより、

武器使用は海上保安庁の巡視艇の20ミリ

機銃から、海上自衛隊艦船に装備されてい

る最大の艦砲である5インチ砲での警告射撃と、

対潜哨戒機P3Cによる150キロ爆弾の投下

へとエスカレートしました。

国会では「周辺事態法」の審議が開始さ

れています。自衛隊関係者ですら「あまりにも

タイミングがよすぎる」という今回の自衛隊の「実

カ行使」に、私達は大きな危機感をもたざる

を得ません。

「海上警備行動」は横須賀の自衛艦隊司

令から発令されました。また自衛隊地方総監

はこの件に関連して、新ガイドライン関連法の

早期成立を強調する発言を行っています。

本日の月例デモの参加者として、私たちは両

者に対し抗議の文書を提出します。

不審船警備は保安庁の任務

海上保安白書によれば、日本領海内で確

認されている「不審船」は、この5年間の平均

では、1年間で454隻という数になります。こう

した「不審船」に対し、海上保安庁は「当該

行動の中止を要求し、あるいは警告の上退

去させるなどの必要な措置を講じ」ると白

書(99年版・73頁）は書きます。

日常的に行われているこうした「不審船」

への対応と比較すると、今回のH本政府の

対応には、政治的な意図を感じない訳にはい

きません。巡視艇が攻撃された訳ではなく、確

認されている違法性は、艦名の詐称と停船

命令無視という今回の「不審船」に対し、自

衛隊が出動すること自体が、明らかな過剰反

応と言わざるをえません。人命や財産の保護

のために「特別な必要がある場合」にのみ実

施できる「海上警備行動」の要件すら満たし

ていないのです。

「深追いしない」ことの意味

保安庁の能力では、高速の「不審船」に

対応できないからこそ自衛隊が出動するのだと、

政府は説明しますが、ここに大きな落とし穴が

あります。

保安庁の「深追いしない」あるいは「力ず

くで押さえこまない」という対応は、起きた事態を、

次のより深刻な段階に事態を持ち上げない

賢明な選択なのです。今回の追跡でも、最終

段階で船舶そのものへの砲撃をためらわせ

たのは、そのことによって新たな事態が生まれ

てしまうことへのおそれでした。このことの意

味を冷静に考えてください。

自衛隊の実力行使は、起きた事態を、さら

に抜きさしならぬ「脅威」へと拡大するだけで

す。問題の本質的な解決にはなんの貢献も

しないことを、私達ははっきりと伝えたいと思い
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ます。

外交努力こそが解決の道

高速の「不審船」に、かってきままな行動を

とられたままで良いのかという議論があるでし

ょう。私達も、そうした状況を放置したままでい

いとは考えていません。しかし、それこそは、

外交の仕事であるべきです。「不審船］が日

本政府が言うように北朝鮮の所属だとすれば、

北朝鮮と国交がないという現実を直視するこ

とに始まって、日本政府が外交レベルで取る

べき手段はたくさんあるはずです。

今回、日本政府はウラジオストックの日本領

事館を通じて、ロシア国境警備局太平洋地

域管区司令部に「不審船」の追跡要請を行い、

3隻のロシア警備艇が実際に出動しました。

ロシアがソ連を名乗っていたころ、海上自衛

隊の仮想敵ばノ連の太平洋艦隊であったこ

とを思い出してください。かつては仮想敵に

位置したロシアの警備艇に政府は協力要請

を行っているのです。このことが私達に教え

ているのは、「脅威」は政治が作り出している

という事実です。ここに車事が割り込んで、ど

のような展望が描けるのでしょうか。

周辺事態法の条件作り

「不審船」を追尾した護衛艦隊所属の護

衛艦「みょうこう」と「はるな」は、当初「たまた

ま訓練中で1寸近にいた」と説明されていました。
しかし、実際には、22日の午後3時に舞鶴基

地を、舞鶴地方隊の「あぶくま」とともに出港

しています(3月27日・東京新聞）。統幕会議

の情報本部のレーダー基地が「不審船」から

の電波をつかんでの出動でした。保安庁と自

衛淋による「追繋劇」が始まる前に、こうした

準備時間があったことは、何を意味するでしょ

うか。

早い段階から「不審船」の動きをつかんだ

政府は、周辺事態法の成立するための環境

整備のために、「不審船」を最大限に利用した、

というのが私達の判断です。

実際、自衛隊の現場からも、この機をとらえ

た発言が続いています。たとえば坂部邦夫

横須賀地方総監は「法案の早期成立と関連

法の検証の必要性を強調」（神奈川新聞3・

26)し、自民党内からも［関連法の成立を急

ぐ必要がある」（山崎拓・衆院ガイドライン特

別委員会委員長）と強硬発言が続いています。

まさに政府にとっては「追風」（朝日・3・25)と

いう状況が作られつつあります。

しかし、こうした［力による解決」が、より大き

な脅威を作り出し、解決を遠ざけ、自衛官をよ

り困難で危険な場所へ送り出すだけであるこ

とは、歴史的にも明らかになっていることですc

だからこそ私達は、一切の軍事力を持たない

生き方を選んだのです。

戟国の中央日報(3・25)は「冷静に対応し、

軍備拡大をしないように望む」と書きました。

金大中大統領はだからこそ、「太隔政策」を

とっているのです。

自衛隊の軍事行動を許す訳にはいきません。

海上自衛隊自衛艦隊司令の「海上警備

行動」の発令と、横須賀地方総監部の関連

法案の成立発言に、かさねて抗議します。

- - - ::]]:' 
3月28日地方総監に抗議文を手渡す。撮影：斉藤五月睛
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か沖縄
沖縄がかわれば

新
ガ
イ
ド
フ
ィ
ン
関
連
法
案
で
あ
る
周
辺
事

態
措
置
法
案
と
自
衛
隊
法
改
正
案
、
日
米
相
互
役

務
提
供
協
定
が
四
月
二
十
七
日
に
衆
議
院
を
通

週
し
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。

全
国
各
地
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
に
反

対
す
る
動
き
は
あ
る
が
、
ま
だ
全
体
的
に
大
き
な

動
き
に
な
っ
て
い
な
い
ハ
）
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
人
々
の
多
く
が
「
周
辺
事
態
」

が
ど
う
い
う
も
の
か
判
ら
な
い
と
答
え
、
周
辺
事

態
法
の
衆
院
通
過
に
関
心
が
な
い
と
答
え
て
い

る。
「
周
辺
事
態
」
と
い
う
曖
昧
な
概
念
で
自
衛
隊

派
遣
や
米
軍
後
方
支
援
の
正
当
性
を
説
明
す
る

三
、
二
四
日
の
両
日
、
沖
桶
県
内
の
約
五
百
名
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
に
関
す
る
緊
急
電
詰

意
識
調
査
を
お
ご
な
っ
た
°
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関

連
法
案
に
つ
い
て
、
反
対
が
丑
五
％
と
過
半
数
を

超
え
、
反
対
理
田
は
「
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
」
が
凹
二
％
で
一
番
高
く
、
次
は
「
今
以
上
に

米
国
に
協
力
す
ろ
必
要
な
し
」
二
六
％
、
「
憲
法
に

違
反
す
る
」
一
―
一
％
だ
っ
た
。
賛
成
は
二
六
％

で
、
賛
成
理
由
の
第
一
は
「
日
米
同
盟
関
係
維
持

に
必
要
」
言
六
％
）
だ
っ
た
。
来
軍
支
援
や
民
間

協
力
の
基
本
計
画
の
国
会
承
認
に
つ
い
て
も
、
六

八
％
が
「
事
前
承
認
」
が
必
要
と
回
答
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
案
に
対
す
る
沖
縄
と
本
土
の

世
論
の
違
い
際
立
た
せ
る
調
査
粘
果
に
な
っ
た
。

関
心
度
は
「
人
い
に
あ
る
」
「
少
し
は
あ
る
」
を

合
わ
せ
て
八
二
％
と
極
め
て
高
く
、
関
心
が
な
い

は
一
四
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
極
め
て
高
い
関
心

度
と
反
対
が
避
半
数
を
超
え
た
の
は
、
四
月
に

入
ー
ニ
て
、
国
会
て
の
論
戦
に
加
え
、
県
内
平
和
連

動
団
体
や
労
糾
、
革
新
政
党
、
市
民
団
体
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
へ
の
反
対
運
動
が
全

県
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
や
嘉
手
納
基
地
で
の

米
平
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
線
の
強
行
、
普
天
間
基
地

所
属
の

C
H
5
3
E大
型
へ
り
の
沖
縄
本
島
北

部
葎
岸
近
く
で
の
墜
落
事
故
な
ど
で
県
民
の
関

心
が
高
ま
っ
た
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

米
国
の
本
音

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄判スト教平和妙炉気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

r

[

―
報
告
⑱
）

か
「
沖
縄
か
ら
」

カ
「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

ゞ洋

編

集

委

員

平太

伊

波

洋

一

・
（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
元
沖
縄
中

ァ

部

地

区

労

事

務

局

長

）

ジァ

政
府
説
明
に
多
く
の
国
民
も
納
得
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
不
審
船
追
跡
報
道
や
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
で
煽
ら
れ
た
不
安

感
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
へ
の
抵
抗
感
を

薄
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
次

に
来
る
有
事
法
制
を
含
め
て
米
軍
へ
の
戦
争
協

カ
で
自
衛
隊
や
国
民
に
求
め
ら
れ
る
内
容
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
米
軍
へ
の
協
力
の
是
非
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

周
辺
事
態
法
案
は
、
日
米
の
軍
事
同
盟
関
係
を

新
た
な
段
階
を
作
り
出
す
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で

は
、
沖
縄
と
比
べ
れ
ば
日
本
各
地
の
米
軍
基
地
は

従
来
の
日
米
安
保
の
枠
の
提
供
施
設
と
し
て
、
周

辺
住
民
に
気
を
使
い
な
が
ら
存
在
し
て
き
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
沖
縄
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
返
還

の
際
に
日
米
間
で
米
軍
の
基
地
自
由
使
用
が
秘

密
合
意
さ
れ
て
い
る
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。
各

地
の
低
空
飛
行
問
題
や
厚
木
基
地
で
の
夜
間
隆

発
着
調
練
な
ど
一
部
の
米
軍
訓
練
が
地
域
住
民

に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
沖
縄
ほ
ど
恒
常

的
に
住
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
所
は
な
い
だ
ろ
う
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
の
成
立
は
、
日
本

全
体
の
沖
縄
化
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
゜
す
で
に
、

全
国
各
地
の
自
衛
隊
演
習
場
へ
の
米
軍
実
弾
砲

撃
訓
練
の
移
転
で
は
、
同
量
同
質
と
い
う
防
衛
施

設
局
の
事
前
の
約
束
を
全
く
反
故
に
し
て
、
夜
間

訓
練
の
強
行
な
ど
、
米
軍
が
や
り
た
い
放
題
の
訓

国
内
で
は
「
だ
ま
く
ら
か
し
」
の
議
論
が
な
さ

れ
て
、
国
民
も
玄
関
の
戸
締
り
ぐ
ら
い
の
感
覚
で

周
辺
事
態
措
置
法
案
に
賛
成
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
米
国
の
国
防
関
係
者
や
安
全
保
障

関
係
者
な
ど
の
発
言
を
聞
く
と
米
国
の
狙
い
が
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
月
二
九
日
の
朝
日
新
聞
で
は
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ

元
国
防
次
官
補
の
「
（
朝
鮮
半
島
で
）
陸
や
空
の
目

衛
隊
が
米
軍
と
一
緒
に
戦
う
の
は
必
ず
し
も
得

策
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ジ
ア
の
他
の
地

域
で
あ
れ
ば
別
だ
」
と
の
発
言
や
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
安
保
問
題
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
フ
ォ
・
ー
ラ
ム
の
コ
ッ
サ
元
空
軍
大
佐

の
「
朝
鮮
乎
島
に
陸
上
自
衛
隊
を
派
遺
す
る
の
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
日
本
の

F
1
5
戦
闘
機

が
、
地
上
攻
撃
を
す
る
米
軍
の

Fふ
1
6戦
闘
機
の

上
空
で
空
中
哨
戒
す
る
程
度
の
こ
と
は
や
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ア
マ
コ
ス
ト
元
駐
日
大
使
で
す
ら
「
（
朝
鮮
半
島

で
）
多
数
の
米
軍
の
死
傷
者
が
予
想
さ
れ
る
よ
う

な
紛
争
が
起
こ
れ
ば
、
日
本
へ
の
期
待
は
高
ま

る
＇
と
見
て
い
る
と
紹
介
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関

連
法
が
成
立
し
て
も
、
「
終
わ
り
で
は
な
く
、
初
め

の
一
歩
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
が
、
米
外
交
・
安
保

関
係
者
の
共
通
し
た
見
方
だ
レ
ワ
シ
ン
ト
ン
発

の
朝
日
新
聞
特
集
記
事
は
伝
え
て
い
る
。

四
・
一
三
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対
県
民
大
会

練
を
何
十
億
円
も
の
私
達
の
税
金
を
使
用
し
て

行
っ
て
い
る
。

周
辺
事
態
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
「
平
時
」
と

「
有
事
」
の
間
の
曖
昧
な
「
周
辺
事
態
」
概
念
が
利

用
さ
れ
全
国
各
地
で
米
軍
の
恒
常
的
な
準
戦
時

体
制
が
形
づ
く
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
沖
縄
が

ま
さ
に
そ
う
で
あ
り
、
県
民
の
生
活
を
無
視
す
る

恒
常
的
な
準
戦
時
体
制
の
維
持
の
た
め
の
演
習

や
訓
練
が
日
常
化
し
て
い
る
。
米
軍
に
対
す
る
沖

縄
県
民
と
基
地
の
重
圧
の
少
な
い
本
土
の
違
い

が
周
辺
事
態
法
案
に
対
す
る
賛
否
に
も
表
わ
れ

て
い
る
。

沖
縄
と
本
土
の
世
論
調
査

四
月
三
、
四
日
の
両
日
行
わ
れ
た
共
同
通
信
杜

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
に
つ
い
て
の
全
国

電
話
世
論
調
査
で
は
、
4

ハ
六
％
が
賛
成
（
ニ
―
%
)

も
し
く
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
（
四
四
・
五

％
）
と
回
答
し
、
反
対
は
二
三
％
だ
っ
た
。
巧
み
な

世
論
作
り
に
利
用
さ
れ
た
日
本
海
で
の
北
朝
鮮

工
作
船
と
見
ら
れ
る
と
不
審
船
に
よ
る
領
海
侵

犯
騒
動
の
直
後
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
い
賛
成

率
で
あ
る
。
賛
成
理
由
の
「
日
本
の
安
全
の
た
め

に
必
要
」
が
一
番
多
く
一
二
九
・
四
％
と
な
っ
て
い

る
。
反
対
利
用
の
第
一
は
「
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
が
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
沖
縄
で
は
沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
四
月
二

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
に
反
対
す
る
沖
縄

県
内
の
動
き
は
、
四
・
一
三
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対

県
民
大
会
の
開
備
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
中

で
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
C

県

議
会
開
会
中
の
三
月
初
め
の
社
民
党
県
連
、
社
会

大
衆
党
、
共
産
党
県
委
員
会
の
三
書
記
長
を
ス

タ
ー
ト
に
県
議
会
野
党
会
派
、
県
内
労
組
、
市
民

団
体
を
含
め
て
の
県
民
大
会
閉
催
に
祐
び
つ
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
中
央
に
お
い
て
は
同
法
案
が

衆
院
を
通
過
す
る
四
月
―
一
七
日
に
な
っ
て
初
め

て
土
井
朴
民
党
党
首
、
不
破
共
産
党
委
員
長
そ

ろ
っ
て
の
社
共
共
闘
が
一
時
的
に
実
現
し
た
の

と
人
き
く
迅
う
と
こ
ろ
だ
。
沖
縄
で
は
ロ
ー
カ
ル

の
社
大
党
が
接
笞
剤
に
な
っ
て
．
社
共
が
一
日
共

闘
を
組
み
や
す
く
し
て
い
る
。

社
民
党
と
社
大
党
が
県
議
会
で
同
数
（
各
六

人
）
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
事
務
局
長
を

革
新
無
所
属
議
員
会
派
の
「
結
の
会
」
（
三
人
）
の

私
が
担
当
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
ハ
，
ー
グ
平
和

会
威
へ
の
準
備
で
忙
し
い
こ
と
を
理
由
に
断

わ
っ
た
が
、
最
終
的
に
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
私
は
、
上
記
の
三
政
党
に
加
え
て
沖
縄
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
，
、
統
一
連
、
市
民
運
動
連
絡
協

議
会
、
女
性
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
某
地
・
軍
豚

を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
な
ど
の
準

9-
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ュ
：
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
の

N
A
T
O
軍
の
空
爆

開
始
で
一
段
と
米
軍
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
。
嘉
手
納
基
地
や
普
天
間
基
地
の
周
辺
で
米

軍
機
の
旋
回
呻
i
練
や
離
発
着
訓
練
が
増
え
て
い

ろ
へ
＞
特
に
、
普
天
間
飛
行
場
周
辺
で
は
、
地
域
の
住

コ
ソ
ボ
と
連
勤
す
る
在
沖
米
軍

備
会
参
加
団
休
で
事
務
局
団
体
を
構
成
す
る
こ

と
を
条
件
に
事
務
局
長
を
、
三
月
中
旬
の
準
備
会

で
大
会
実
行
委
員
会
の
事
務
局
長
を
引
き
受
け

た。
七
つ
の
主
要
団
体
が
参
加
し
て
事
務
局
会
議

を
何
度
か
開
催
し
て
県
民
参
加
型
の
県
民
大
会

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
ん
だ
。
大
会
規
模
を

一
万
人
に
設
定
し
、
大
会
前
の
街
頭
宜
伝
活
動
や

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
立
看
板
、
横
断
幕
や

経
費
分
担
な
ど
評
細
を
つ
め
な
が
ら
、
大
会
を
代

表
し
、
県
内
各
穂
団
体
や
県
民
へ
参
加
を
呼
び
か

け
る
表
呼
び
か
け
人
に
山
内
徳
信
前
沖
縄
県
出

納
長
、
中
村
文
子
ー
フ
ィ
ー
ト
運
動
の
会
事
務
局

長
、
佐
久
川
政
一
沖
大
教
授
、
平
良
修
牧
師
の
四

名
に
お
願
い
し
、
三
月
三
一
日
に
大
会
実
行
委
員

会
結
成
総
会
を
開
催
し
た
。
四
月
に
入
る
と
同
時

に
各
組
織
で
も
街
頭
宣
伝
を
展
開
し
た
。
実
行
委

員
会
と
し
て
は
、
那
覇
市
一
番
の
街
頭
宣
伝
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
県
庁
前
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
広
場
で
各
政
党
、
各
団
体
が
一
緒
の
街
頭
宜

伝
行
動
を
連
日
森
り
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

レ
ば
、
提
案
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
三
一

政
党
と
二
平
和
運
動
組
織
が
交
代
で
街
頭
宣
伝

車
を
出
し
て
呼
び
か
け
人
代
表
と
事
務
局
団
体

組
織
が
夕
方
約
一
時
間
の
街
頭
宜
伝
を
連
日
繰

り
広
げ
た
。
チ
ラ
シ
は
街
頭
の
他
に
主
に
労
働
団

体
の
職
場
に
配
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
は
二
つ

の
地
元
ラ
ジ
オ
局
か
ら
一
週
間
毎
日
各
七
本
の

経
済
を
引
き
起
こ
し
た
の
も
政
府
の
専
門
家
達

だ
、
専
門
家
ド
か
ら
と
い
っ
て
正
し
い
と
は
限
ら

な
い
と
譲
ら
な
か
っ
た
。

公
明
党
の
白
浜
参
議
院
幹
事
長
へ
の
要
請
で

は
、
日
本
が
戦
争
協
力
を
す
る
米
国
は
今
一
番
の

戦
争
国
家
だ
と
の
指
摘
に
対
し
て
、
か
っ
て
英
国

も
ス
ペ
イ
ン
も
戦
争
国
家
だ
っ
た
と
反
論
さ
れ

た
の
に
は
驚
い
た
。
民
主
党
の
参
本
岡
議
院
議
員

会
長
は
、
八
項
目
の
修
正
要
求
を
出
し
て
い
る
こ

と
、
修
正
協
議
次
第
で
あ
り
廃
案
に
は
戻
れ
な
い

と
述
べ
た
(

V

す
べ
て
の
要
請
先
で
、
衆
議
院
の
公
聴
会
が
沖

縄
で
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
抗
議
し
、
参
議

院
の
公
聴
会
は
ぜ
ひ
沖
縄
で
開
催
す
る
よ
う
要

請
し
た
（
）
四
月
二
七
日
の
衆
院
本
会
議
で
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
は
可
決
さ
れ
た
が
、
三
法
案

に
賛
成
し
た
自
・
自
・
公
の
中
で
公
明
党
の
沖
縄

選
出
議
員
が
本
会
議
を
採
決
直
前
に
退
席
し
た

の
は
、
県
民
大
会
の
成
功
や
県
民
世
澁
の
高
ま
り

に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

参
加
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

大
会
当
日
の
四
月
十
三
日
は
風
が
強
く
薄
曇

り
の
冷
た
い
日
だ
っ
た
が
、
県
内
各
地
か
ら
続
々

と
多
く
の
県
民
が
参
加
し
、
那
覇
市
の
与
儀
公
園

は
八
千
名
の
参
加
者
で
久
々
に
満
杯
状
態
に

な
っ
た
。
四
開
会
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
五
月

に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
平
和
市
民
会
議
に
参
加

す
る
沖
縄
の
若
者
た
ち
が
太
鼓
と
踊
り
を
披
露

し
、
若
者
た
ち
は
ハ
ー
グ
で
訴
え
た
い
思
い
を
発

言
し
た
。

大
会
で
は
、
代
表
呼
び
か
け
人
の
他
に
、
広
く

県
民
の
声
を
網
羅
す
る
立
場
か
ら
、
県
選
出
国
会

議
員
の
国
会
報
告
、
港
湾
の
非
核
化
で
頑
張
っ
て

い
る
大
浜
長
照
石
垣
市
長
や
北
部
の
ヘ
リ
基
地

反
対
協
議
会
や
新
た
な
ヘ
リ
基
地
移
設
先
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
中
部
地
域
の
与
那
城
町
・
勝

連
町
の
ヘ
リ
基
地
に
反
対
す
る
住
民
運
動
団
体
、

那
覇
軍
港
の
移
設
に
反
対
す
る
浦
添
市
民
の
会

に
発
言
を
し
て
も
ら
っ
た
。
大
会
終
了
後
の
デ

モ
は
、
那
覇
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
国

際
通
り
を
端
か
ら
端
ま
で
つ
な
ぐ
長
蛇
の
デ
モ

と
な
っ
た
。
翌

H
の
地
元
両
紙
と
も
県
民
大
会
の

記
事
が
カ
ラ
ー
写
真
と
五
段
貰
き
の
見
出
し
で

一
面
ト
ッ
プ
紙
面
を
飾
っ
た
。
社
会
面
も
大
き
く

ペ
ー
ジ
を
割
い
て
報
道
し
た
。
今
回
の
県
民
大

会
は
革
新
側
に
と
っ
て
県
知
事
選
挙
敗
北
か
ら

初
め
て
で
、
沖
縄
を
取
り
巻
く
環
境
と
県
内
各
地

で
の
基
地
容
認
の
動
き
な
ど
も
あ
っ
て
参
加
者

宅
地
上
空
を
飛
行
し
離
発
着
す
る
ヘ
リ
の
訓
練

が
激
増
し
て
い
る
。
従
来
は
、
一
機
種
毎
に
訓
練

時
間
が
分
割
さ
れ
、
例
え
ば
午
前
は
最
初
C
1
3

〇
輸
送
機
、
次
に

P
3
C対
潜
哨
戒
機
の
訓
練
、

午
後
の
最
初
が
C
H
5
3大
塑
ヘ
リ
、
次
に
C
H

4
6
ヘ
リ
、
そ
し
て
最
後
に
A
H
1小
型
ジ
ェ
ッ

ト
攻
撃
ヘ
リ
と
い
う
具
合
だ
っ
た
が
、
現
在
は
、

同
時
に
違
う
―
-
、
三
機
種
が
訓
練
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
ヘ
リ
や
軍
用
機
の
飛
行
回
数
が
格

段
に
増
え
て
い
る
。
ヘ
リ
は
市
全
域
で
爆
音
を
ま

き
散
ら
し
て
お
り
、
地
域
住
民
の
住
宅
地
の
上
空

を
飛
ぶ
間
隔
も
短
く
な
っ
て
い
る
。

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
普
天
間
飛
行
場

周
辺
で
の
訓
練
の
激
増
は
、
例
年
の
演
習
準
備
に

加
え
て
ユ
ー
ゴ
情
勢
に
も
備
え
る
訓
練
だ
と
思

わ
れ
る
。
空
爆
開
始
以
来
、
在
沖
米
軍
基
地
の
警

備
体
制
が
強
化
さ
れ
、
基
地
内
へ
の
出
入
り
が
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。
一
般
兵
の

外
出
も
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

住
民
へ
の
直
接
的
な
影
響
と
し
て
は
、
四
月
は
沖

縄
で
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
清
明
祭
の
月
で
宜

野
湾
市
で
は
四
月
一
八
日
が
清
明
祭
の
日
だ
っ

た
。
沖
縄
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
清
明
祭
の
日
に

家
族
・
親
族
が
揃
っ
て
先
祖
の
お
墓
ま
い
り
を
す

る
の
で
、
普
天
間
飛
行
場
で
も
、
従
来
は
三
つ
の

主
要
ゲ
ー
ト
が
解
放
さ
れ
、
地
域
住
民
が
基
地
内

の
墓
地
に
簡
単
に
行
け
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た

特
別
な
ゲ
ー
，
卜
も
解
放
さ
れ
て
い
た
。
し
か

米
軍
主
導
の

N
A
T
O
軍
に
よ
る
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
空
爆
開
始
で
在
沖
米
軍
の
訓
練
や
演
習

も
強
化
さ
れ
て
い
る
。
三
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た

嘉
手
納
基
地
で
の
ハ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
は
、

嘉
手
納
町
議
会
や
県
議
会
の
反
対
決
議
な
ど
県

民
の
反
発
で
一
時
棚
上
げ
に
な
っ
て
い
た
が
、
四

月
一
六
日
に
な
っ
て
突
然
、
翌
日
の
一
七
日
の
午

前
六
時
か
ら
午
前
九
時
の
日
程
で
嘉
手
納
基
地

で
の
ハ
ラ
シ
ュ
ー
ー
ト
降
下
訓
練
の
実
施
を
通
告

し
、
在
沖
米
陸
軍
特
殊
部
隊
（
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
）

な
ど
が
十
七
日
午
前
、
嘉
手
納
飛
行
場
で
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
を
行
っ
た
。
小
雨
が
降
る
中

を
M
C
1
3
0特
殊
作
戦
機
三
機
か
ら
六
回
に

わ
た
り
、
計
百
人
が
降
下
し
た
。

読
谷
補
助
飛
行
場
で
行
わ
れ
て
い
た
ハ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
は
、

S
A
C
0合
意
に
よ
っ

て
伊
江
島
で
実
施
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
て
お

米
軍
演
習
と
ヘ
リ
墜
落

数
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
革
新
勢
力
に
と
っ
て

久
々
に
県
民
大
会
ら
し
い
集
会
と
デ
モ
に
な
っ

こ。t
 

東
京
行
動
を
実
施

大
会
で
採
択
し
た
県
民
ア
ピ
ー
ル
を
県
知
事

や
総
理
官
邸
、
衆
・
参
両
議
長
、
な
ら
び
に
各
政

党
・
会
派
に
手
交
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案

の
廃
案
を
訴
え
る
た
め
に
、
翌
十
四
日
に
県
庁
で

石
川
副
知
事
に
大
会
事
務
局
団
体
で
手
交
し
、
東

京
行
動
も
四
月
―
二
日
出
発
で
ニ
―
一
日
に
団
長

の
山
内
徳
信
さ
ん
と
各
事
務
局
団
体
代
表
七
名

の
代
表
団
で
十
箇
所
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
官

邸
で
鈴
木
官
房
副
長
官
、
国
会
内
で
伊
藤
衆
議
院

議
長
や
不
破
共
産
党
委
員
長
、
議
員
会
館
で
土
井

社
民
党
党
首
の
他
、
参
議
院
議
長
、
他
の
各
政
党

と
会
派
に
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
土
井
た
か
＋
さ

ん
は
国
会
を
取
り
巻
く
雰
囲
気
が
不
気
味
に
静

か
で
反
対
運
動
も
盛
り
上
が
ら
な
い
中
で
政
府

が
国
民
の
知
ら
ぬ
ま
に
そ
の
方
向
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
話
し
た
3

鈴
木
副
官
房
長
官
は
め
ざ
す
も
の
は
同
じ
平

和
で
一
緒
だ
と
主
張
し
、
山
内
団
長
は
憲
法
を
否

定
す
る
も
の
だ
と
制
限
時
間
を
超
え
て
の
激
論

に
な
っ
た
。
鈴
木
官
房
長
官
が
内
閣
法
制
局
で

専
門
家
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で
憲
法
に
違

反
し
て
い
な
い
と
言
え
ば
、
山
内
団
長
は
バ
プ
ル

し
、
今
年
は
在
沖
米
軍
基
地
全
体
が
ス
ラ
ブ
系
に

よ
る
テ
ロ
活
動
な
ど
に
対
す
る
警
戒
が
強
化
さ

れ
、
通
行
で
き
る
ゲ
ー
ト
が
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
ニ
つ

だ
け
に
制
限
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
氏
名
や
車
の

番
号
な
ど
を
事
前
に
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
っ
た
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
は
常
に
世
界
各
地
の
紛
争

と
連
動
し
て
動
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

11 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻149号） No.71 1999.4.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.71 1999.4.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉149号） 10 



り
、
四
月
八
日
に
は
伊
江
島
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降

下
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
嘉
手
納

町
議
会
と
北
谷
町
議
会
は
一
九
日
に
議
会
を
開

き
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
に
対
す
る
抗
議
決

議
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
沖
縄
市
で
も
二

0

日
に
抗
議
決
議
を
可
決
し
た
。
沖
縄
県
議
会
も
四

月
二
七
日
に
抗
議
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た。
パ
ラ
シ
ュ
1

ー
ト
降
下
訓
練
の
二
日
後
の
四
月

一
九
日
夜
、
沖
縄
本
島
北
部
の
東
海
域
で
夜
間
洋

上
訓
練
の
飛
行
中
の

C
H
5
3
E
型
ヘ
リ
が
墜

落
し
、
三
名
が
死
亡
し
一
人
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
。
後
日
行
方
不
明
の
一
人
も
遺
体
に
な
っ
て
発

見
さ
れ
た
。

普
天
間
飛
行
場
で
は
午
後
十
一
時
ご
ろ
ま
で

C
H
5
3
E
刑
が
着
陸
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
墜
落
事
故
で
普
天
間
飛
行
場
の
大

型
＾
‘
リ
が
北
部
海
上
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
繰
り

返
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

翌
一
十
日
に
は
、
在
沖
米
軍
司
令
部
前
で
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
と
中
部
地
区
労
抗
議
が
集
会
を

開
催
し
た
°
国
頭
村
議
会
や
宜
野
湾
市
議
会
で
全

会
一
致
で
抗
議
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
県
議
会
で

も
一
七
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

な
米
軍
の
演
習
が
強
化
さ
れ
る
と
墜
落
事
故
が

よ
く
起
き
る
よ
う
に
な
る
。
住
宅
地
な
ど
で
の
墜

靡
故
が
起
き
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

に
追
突
さ
れ
引
き
殺
さ
れ
た
女
子
尚
校
生
の
事

件
を
通
し
て
、
沖
縄
基
地
に
つ
い
て
の
疑
問
を
持

ち
勉
強
会
を
採
り
返
し
て
き
た
。
ハ
ー
グ
で
は
、

ユ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
共
に
全
体

会
場
で
も
沖
純
か
ら
持
ち
込
む
太
鼓
や
三
味
線

で
歌
と
踊
り
と
沖
縄
の
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
披
露
す
る
。
女
性
た
ち
は
、
米
国
や
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
女
性
達
と
と
も
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
淮
曲
押
し
て
い
る
。
前
沖
縄
県
知
事
の

大
田
昌
秀
氏
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
す
る
。

私
た
ち
は
、
干
和
の
礎
（
い
し
じ
）
の
パ
ネ
ル
展

示
の
他
、
プ
ー
ス
を
三
つ
借
り
て
い
る
の
で
沖
縄

の
米
軍
基
地
を
訴
え
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
～
沖
縄
か
ら
の
参
加
者
で
ハ
ー
グ
平
和
ア

ヒ
ー
ル
沖
縄
連
絡
会
を
結
成
し
て
準
備
し
て
い

る
。
若
者
た
ち
の
旅
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
カ
ン
パ
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

沖
縄
の
動
き
に
つ
い
て
、
報
告
で
き
な
か
っ
た

も
の
多
い
が
次
号
で
報
告
し
た
い
。
◆
◆

こ
ん
ば
ん
は
。
沖
縄
の
普
天
間
基
地
が
あ

る
町
、
宜
野
湾
か
ら
来
ま
し
た
。

一
九
九
七
年
の
十
一
月
、
名
護
市
で
海
上

ヘ
リ
基
地
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
名
護
の
人
々
の
苦
し
い
状

況
を
新
聞
な
ど
で
知
る
た
び
に
、
も
う
一
方

な
ぜ
「
か
ま
ど
ぅ
ぐ
あ
の
会
」

を
作
っ
た
の
か
…

基
地
移
設
に
反
対
す
る
動
き

普
天
間
基
地
の
県
内
移
設
で
誘
致
先
と
し
て

名
乗
り
を
挙
げ
た
地
域
で
、
反
対
運
動
が
進
展
し

て
い
る
。
本
島
中
部
の
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
あ
る

勝
連
町
と
隣
接
す
る
与
那
城
町
で
は
「
ヘ
リ
基
地

を
つ
く
ら
さ
な
い
与
勝
の
会
」
が
三
月
一
日
に
発

足
し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
勝
連
町

議
会
が
四
月
七
日
の
臨
時
議
会
で
沖
縄
市
な
ど

の
地
元
財
界
が
提
唱
し
て
い
る
与
勝
半
島
埋
立

に
よ
る
普
天
間
基
地
の
代
替
ヘ
リ
基
地
建
設
案

に
反
対
す
る
決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
さ

ら
に
、
同
町
の
離
島
で
あ
る
津
堅
島
で
の
ヘ
リ
基

地
誘
致
運
動
に
対
し
て
三
月
二
十
一
日
に
勝
連

町
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
「
ヘ
リ
基
地
に
反
対

し
、
島
を
守
る
チ
キ
ン
チ
ュ
の
会
」
結
成
集
会
が

開
か
れ
、
津
堅
島
の
在
住
者
と
出
身
者
を
会
員
と

す
る
規
約
な
ど
を
確
認
し
、
宮
城
貞
夫
代
表
他
五

人
の
代
表
を
選
出
し
た
。
島
住
民
代
表
が
「
津
堅

は
豊
か
な
島
で
す
3

ヘ
リ
基
地
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
平
和
な
島
を
ま
も
る
た
め
に
協
力
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
決
意
表
明
を
お
こ
な
っ
た
。

さ
ら
に
三
月
二
十
八
日
に
は
津
堅
公
民
館
で

ヘ
リ
基
地
に
反
対
し
、
島
を
守
る
チ
キ
ン
チ
ュ
の

会
の
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
宮
城
代
表
は

「
五
十
四
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
津
堅
に

日
本
軍
が
い
た
た
め
に
多
く
の
犠
牲
者
が
で
た
。

基
地
が
で
き
る
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
何
が
何

で
も
基
地
を
作
ら
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
挨
拶
し

た。
四
月
五
日
に
チ
キ
ン
チ
ュ
の
会
は
、
津
堅
島
へ

の
ヘ
リ
基
地
誘
致
に
反
対
す
る
決
議
要
請
を
勝

連
町
役
場
で
蔵
当
真
徳
町
長
に
津
堅
島
住
民
の

約
七
割
に
当
た
る
約
三
百
人
の
署
名
と
津
堅
島

出
身
者
約
一
千
二
百
名
文
の
署
名
と
共
に
手
渡

し
た
。
津
堅
住
民
の
反
対
す
る
意
思
を
受
け

て
、
蔵
当
真
徳
町
長
は
四
月
二
十
一
日
に
県
庁
を

訪
ね
親
川
知
事
公
室
長
に
勝
連
町
へ
の
ヘ
リ
些

地
移
設
に
反
対
し
、
そ
の
可
能
性
に
否
定
す
る
よ

｝
う
申
し
入
れ
た
。

降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
ヘ
リ
基
地
誘
致
運
動

に
対
抗
し
て
ヘ
リ
基
地
移
設
に
反
対
す
る
住
民

を
ま
と
め
て
町
長
や
町
議
会
に
反
対
を
堅
持
さ

せ
た
運
動
の
根
底
に
は
沖
縄
県
民
の
平
和
志
向

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

今
月
の
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
五
日
間
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
行
わ
れ
る
ハ
ー
グ
市
民

平
和
会
議
に
沖
縄
か
ら
二
十
四
名
が
参
加
す
る
。

若
者
た
ち
（
＋
名
）
と
基
地
・
軍
隊
を
許
さ
な
い
行

動
す
る
女
た
ち
の
会
の
女
性
た
ち
が
主
な
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
が
、
若
者
た
ち
は
、
昨
年
十
月
に

オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転
中
に
米
兵
の
運
転
す
る
車

国
政
美
恵
（
か
ま
ど
ぅ
く
あ
の
会
・
宜
野
湾
市
在
住
）

て
、
そ
れ
を

の
当
事
者
で
あ
る
は
ず
の
宜
野
湾
市
民
と
し

て
、
何
か
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
普
天
間
基
地
の

現
状
を
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
も
の
と
し

て
名
護
の
人
た
ち
に
伝
え
て
、
こ
ん
な
米
軍

基
地
を
受
け
入
れ
て
い
い
の
か
判
断
の
材
料

に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
市
民
運
動
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
や
っ
た

こ
と
が
な
か
な
っ
た
の
で
、
何
か
ら
、
ど
う

や
っ
て
や
っ
て
い
く
の
か
ま
っ
た
く
解
ら
な

繋
い
で
い
け
た
ら
い
い

地
元
で
が
ん
ば
っ

沖
縄
も
神
奈
川
も

沖
縄
か
ら
●
特
別
篇

:, 

！ 

I 

ハ
ー
グ
市
民
平
和
会
議

沖縄交流キャンペーン99神奈川集会（3月6日・

横浜。主催：意見広告の会）でのお話c テープ

起こし：田誉一彦
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い
。
そ
れ
で
も
、
何
か
自
分
に
や
る
こ
と
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ピ
ラ
を
配
っ
た

ら
、
そ
れ
に
賛
同
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
、
女

性
だ
け
、
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
の
十
五
人

集
ま
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
る
人
た
ち
で
、
と
て
も
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
は
な
し
て
い
る
う
ち

に
、
長
い
こ
と
つ
き
あ
っ
て
き
た
友
達
の
よ

う
に
す
ご
く
う
ち
と
け
て
、
あ
あ
価
値
観
が

一
緒
だ
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
ん
だ
な

あ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ

隣
り
の
市
町
村
の
人
た
ち
、
那
覇
市
と
か

浦
添
市
と
か
西
原
町
の
人
た
ち
も
何
人
か
い

ま
し
た
。

宜
野
湾
市
の
私
た
ち
の
目
の
前
か
ら
フ
ェ

ン
ス
が
な
く
な
っ
て
も
、
同
じ
沖
縄
の
ど
こ

か
に
新
し
く
基
地
を
造
る
ん
だ
っ
た
ら
何
の

解
決
に
も
な
ら
な
い
し
、
滑
走
路
も
つ
ぎ
は

ぎ
だ
ら
け
で
五
年
後
に
は
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
古
い
基
地
で
あ
る
普
天
間
を

返
す
か
わ
り
に
、
新
し
い
基
地
を
造
る
と
い

う
ん
の
な
ら
、
そ
れ
か
ら
ま
た
五

0
年
間
基

地
を
抱
え
て
し
ま
う
、
つ
て
思
っ
た
ん
で
す

ね
。
私
の
住
ん
で
い
る
町
か
ら
碁
地
が
な
く

な
る
の
は
う
れ
し
い
け
れ
ど
、
沖
縄
か
ら
基

地
を
無
く
す
に
は
、
た
と
え
普
天
間
基
地
が

す
ぐ
に
動
か
な
く
て
も
、
新
し
い
基
地
を
作

湾
に
行
っ
て
普
天
間
基
地
の
返
還
運
動
を
や

る
か
ら
ね
」
っ
て
。
こ
れ
を
聞
い
た
時
は
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
（
）

日
本
政
府
の
や
り
方
に
は
は
い
つ
も
腹
が

立
つ
け
れ
ど
も
、
で
も
そ
の
お
か
げ
で
、
名
護

の
方
た
ち
と
知
り
合
え
た
の
は
、
あ
る
意
味

で
は
よ
か
っ
た
し
。
自
分
も
強
く
な
れ
た
の

で
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
了
名
護
の
海
上
ヘ
リ
基
地
は

反
対
運
動
の
結
果
、
宙
に
浮
い
た
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

ず
っ
と
運
動
を
つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
C

基
地
が
そ
ん
な
に
大
事
だ
と
い
う
の
な
ら

誰
か
買
っ
て
く
れ
な
い
か
、
つ
て

去
年
の
五
月
に
は
、
東
京
や
神
奈
川
の
方

た
ち
に
も
お
批
話
に
な
り
な
が
ら
、
銀
座
で

「
道
じ
ゅ
ね
ー
」
を
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
そ
れ
を
主
催
し
た
「
心
に
届
け
女
た
ち

の
声
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
代
表
の
真
志
喜
卜

ミ
さ
ん
と
い
う
方
が
い
て
、
名
護
市
民
と
し

て
ず
っ
と
反
対
し
て
き
て
、
さ
っ
き
紹
介
し

た
「
今
度
は
普
天
間
基
地
の
返
還
運
動
を
や

る
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
そ
の
人
な
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
と
み
さ
ん
が
、
銀
座
の
町
を

名
護
に
行
っ
て

ら
せ
な
い
こ
と
が
近
道
だ
と
，

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
、

で
も
動
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
代
表
と

か
会
則
と
か
は
な
い
け
れ
ど
会
を
発
足
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

会
の
名
前
は
「
か
ま
ど
う
ぐ
あ
た
ち
の
集

い
」
に
し
ま
し
た
e

か
ま
ど
う
ぐ
あ
と
い
う
の

は
、
た
ま
た
ま
よ
び
か
け
に
集
ま
っ
て
く
れ

た
の
が
女
性
ば
っ
か
り
だ
っ
た
の
で
そ
う
し

．
 

た
ん
で
す
が
、
今
八
（
）
代
九

0
代
く
ら
い
の

方
た
ち
に
沢
山
つ
け
ら
れ
た
女
の
子
の
名
前

で
す
。
ヤ
マ
ト
風
に
言
え
ば
「
は
る
子
ち
ゃ

ん
」
と
か
、
そ
ん
な
感
じ
。
か
わ
い
い
名
前
で

す
。
県
外
の
人
に
伝
え
る
の
は
結
構
難
し
い

ん
で
す
け
ど
。

宜
野
湾
に
住
ん
で
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
騒
音
が
う
る
さ
い
と
か
、
排
気
ガ
ス
が
臭

い
と
か
、
落
ち
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不

安
に
思
う
と
か
、
そ
う
い
う
不
満
を
生
活
者

と
し
て
「
声
•
こ
え•
K
o
e

」
と
い
う
ビ
ラ
に

し
て
名
護
市
に
行
っ
て
、
戸
別
訪
問
し
ま
し

た
。
名
護
に
は
友
達
も
い
な
い
の
で
、
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
し
て
ん
サ
女
性
が
出
て
く
る
と
色
々
お

話
で
き
る
ん
で
す
が
、
男
性
と
い
う
の
は
、
私

タ
ラ
イ
の
中
に
普
天
間
基
地
に
見
立
て
た

フ
ェ
ン
ス
を
入
れ
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
頭

の
上
に
乗
せ
て
、
行
商
す
る
よ
う
に
、
「
基
地

は
い
ら
ん
か
ね
え
」
と
歩
い
て
く
れ
た
の
を

見
て
、
宜
野
湾
市
民
と
し
て
ホ
ン
ト
に
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

普
天
間
基
地
を
売
り
に
だ
し
た
の
は
、
沖

縄
で
は
賛
否
両
論
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
に
い

ら
な
い
も
の
を
よ
そ
に
押
し
つ
け
る
と
い
う

は
よ
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
か
、
軍
隊
を

た
ら
い
回
し
に
す
る
の
は
軍
隊
を
認
め
る
こ

と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
色
々
あ
り
ま

す
。
で
も
宜
野
湾
の
私
た
ち
と
し
て
は
、
五

0

何
年
基
地
を
抱
え
て
き
て
、
私
た
ち
は
い
ら

な
い
、
で
も
ど
こ
か
の
誰
か
が
基
地
は
必
要

な
も
の
だ
と
言
う
ん
だ
っ
た
ら
、
買
え
る
は

ず
だ
と
思
っ
た
ん
で
ね
。
な
ら
買
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
い
ら
な
い
。

だ
け
ど
、
長
い
こ
と
反
対
運
動
を
や
っ
て
い

る
う
ち
に
大
切
な
時
間
と
か
大
切
な
お
金
と

か
を
沢
山
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
の
で
、
た
だ
で

上
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
ね
。
基

地
の
売
上
げ
金
を
私
た
ち
の
町
づ
く
り
の
た

め
の
資
金
と
し
て
使
い
た
い
の
で
、
と
に
か

く
安
く
す
る
か
ら
買
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
、
と

い
う
気
持
ち
で
売
り
に
だ
し
た
。

で
も
、
誰
も
「
私
が
買
い
ま
す
」
っ
て
手
を

た
ち
が
「
普
天
間
か
ら
来
ま
し
た
」
と
い
う
と

も
う
ド
ア
を
閉
め
よ
う
と
し
た
り
、
頭
が
固

い
の
か
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
ね
。
こ
う

や
っ
て
週
末
に
毎
週
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、

基
地
建
設
に
反
対
し
て
い
る
名
護
市
民
の
人

た
ち
と
も
知
り
合
に
な
れ
ま
し
た
。
そ
こ
も

ま
た
女
性
た
ち
が
危
機
感
を
持
っ
て
一
所
懸

命
活
動
し
て
ま
し
た
。

そ
の
女
性
た
ち
と
一
緒
に
「
道
じ
ゅ
ね
ー
」

の
こ
と
や
な
ん
か
を
相
談
し
て
い
る
と
き
、

ホ
ン
ト
に
同
じ
思
い
で
集
ま
っ
た
人
と
会
え

て
よ
か
っ
た
な
あ
、
一
歩
前
に
出
れ
ば
こ
ん

な
に
沢
山
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
ん
だ
と
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

知
り
合
っ
た
人
の
一
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
話

し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
「
今
ま
で
普
天
間
基
地

の
こ
と
と
か
、
同
じ
沖
縄
な
の
に
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
自
分
の
と
こ
に

来
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
ホ
ン
ト
に
い
や
だ
、
米
軍
基
地
な
ん
か
来

た
ら
い
や
だ
と
思
っ
て
、
普
天
間
基
地
の
勉

強
を
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
自
分
の
町
に
は
い
ら
な
い
っ
て
。
そ
う
す

る
と
、
今
抱
え
て
い
る
宜
野
湾
市
民
も
い
や

だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
ほ
っ
と
く

わ
け
に
は
い
か
な
い
百
百
自
分
た
ち
の
住
民
投

票
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
私
た
ち
が
宜
野

あ
げ
て
く
れ
な
い
。
だ
っ
た
ら
い
ら
な
い
の

か
な
と
思
う
と
、
そ
う
も
言
わ
な
い
。
必
要
な

ら
買
え
る
は
ず
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
何

で
買
え
な
い
の
か
を
銀
座
を
歩
く
人
た
ち
に

考
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
三
日
間
売
り

歩
い
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
買
い
手
が
つ
か

な
い
ま
ま
、
普
天
間
基
地
は
宜
野
湾
市
に
あ

り
ま
す
。

宜
野
湾
の
音
を
持
っ
て
き
た
の
で
、
聞
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
も
し
買
っ
て
も

い
い
と
思
わ
れ
る
ん
で
し
た
ら
、
私
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
（
笑
い
）
。
（
こ
こ
で
テ
ー
プ

で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
が
場
内
に
流
す
）

こ
れ
、
意
外
に
静
か
だ
な
と
思
っ
た
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
ん
な
も
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
う
る
さ
い
の
も
問
題

で
す
け
ど
、
こ
れ
が
ず
ー
っ
と
朝
か
ら
つ
づ

く
ん
で
す
。
一
日
に
一
回
と
か
い
う
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
で
バ
タ
バ
タ
バ

タ
と
音
が
し
て
る
。
飛
ば
な
く
て
も
エ
ン
ジ

ン
調
整
や
ら
で
、
音
は
ず
っ
と
し
て
い
る
ん

で
す
。
天
気
の
悪
い
と
き
に
は
一
日
と
か
二

日
と
か
訓
練
を
し
な
い
時
が
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
、
そ
の
後
れ
を
と
り
も
ど
す
よ
う
に
、
三

日
H
は
雲
の
下
を
低
空
で
飛
ん
だ
り
、
エ
ン

ジ
ン
テ
ス
ト
を
し
た
り
と
て
も
う
る
さ
く
な

る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
は
音
が
実
に
反
射
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す
る
ら
し
く
て
、
地
面
か
ら
も
音
が
聞
こ
え

て
く
る
ん
で
す
（
）
心
臓
が
直
接
震
え
ろ
位
に
、

低
周
波
っ
て
い
う
ら
し
い
で
す
け
ど
。
家
の

中
に
い
て
も
音
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
空
気
の
あ

る
所
は
ど
こ
で
も
振
動
し
て
、
お
年
寄
り
や

赤
ち
ゃ
ん
や
体
の
悪
い
人
に
は
と
て
も
つ
ら

い
黒
い
を
し
て
い
ま
す
こ
れ
が
も
う
五
（
）

何
年
も
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
）

普
天
間
基
地
は
、
こ
の
よ
う
に
音
が
あ
ろ

の
で
、
あ
ろ
意
味
で
わ
か
り
や
す
く
て
反
対

運
動
も
や
り
や
す
い
の
で
す
が
、
危
険
だ
か

ら
う
る
さ
い
か
ら
い
｛
ヽ
だ
、
と
い
う
だ
け

じ
ゃ
な
い
玉
弾
弾
薬
庫
と
か
通
信
基
地
と
か
は

静
か
で
、
あ
ま
り
出
入
り
も
な
い
よ
う
な
基

地
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
静
か
だ
か
ら
い
い
の

か
、
と
い
う
話
で
は
な
い
。
戦
争
に
つ
な
が
る

も
の
だ
か
ら
、
弾
楽
庵
で
も
通
信
基
地
で
も

私
は
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
傷
跡
は

心
か
ら
消
え
な
い
…
母
の
こ
と

沖
縄
は
五
四
年
前
に
人
き
な
戦
争
に
巻
き

込
主
れ
ま
し
た
。
口

H
本
の
国
の
一
部
だ
と
い

う
こ
と
で
沢
山
の
日
本
兵
が
沖
縄
に
や
っ
て

き
ま
し
た
私
の
母
は
そ
の
と
き
十
五
歳
で
、
）

も
ろ
に
戦
争
の
被
害
を
受
け
よ
し
た
。
浦
恐

ん
な
人
に
出
会
い
ま
す
よ
り
た
し
も
そ
の
お

か
げ
で
こ
う
や
っ
て
神
奈
川
に
ま
で
呼
ん
で

い
た
だ
い
て
、
出
逢
え
る
と
い
う
の
が
と
て

も
う
れ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な

人
た
ち
に
会
っ
て
い
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛

ん
で
く
る
と
怖
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
軍
隊
は
必

要
だ
と
か
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
に
守
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
な

く
な
っ
た
ら
、
小
さ
な
沖
縄
は
あ
ぶ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
か
～
北
朝
鮮
と
か
ど
こ
か
が

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
だ
か
ら
基
地
は
あ
っ

た
ほ
う
が
い
い
、
と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
す
。

だ
け
ど
、
ミ
サ
イ
シ
は
沖
縄
に
基
地
が
あ
る

か
ら
飛
ん
で
く
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
c

)

基
地
が
な
け
れ
ば
飛
ん
で
こ
な
い
は
ず
な
ん

で
す
；
＂
そ
れ
に
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
こ
な
い

ょ
う
な
つ
き
あ
い
方
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

ょ
う
に
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
っ
た
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
。
森
武
力
で
解
決
し
よ

う
な
ん
て
と
て
も
安
易
な
考
え
方
だ
と
思
う

ん
で
す
：
と
て
も
簡
単
に
考
え
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
：

沖
縄
は
武
器
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
薩
摩

に
侵
略
さ
れ
た
と
か
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
と
か
、
小
さ
な
島
だ
か
ら
政
府
に
利
用
さ

れ
て
い
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
ま
す
つ
で

と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ

ど
、
そ
こ
を
出
て
家
族
で
ニ
ヶ
月
間
、
壕
を

転
々
と
し
な
が
ら
逃
げ
て
行
き
ま
し
た
。
し

か
ぶ
学
校
で
は
兵
隊
さ
ん
は
沖
縄
を
守
る
た

め
に
や
っ
て
来
た
ん
だ
っ
て
教
え
ら
れ
た
の

で
、
食
糧
と
か
寝
る
と
こ
ろ
と
か
を
提
供
し

て
い
く
ん
で
す
ね
。
米
字
が
来
る
ま
で
は
日

本
の
兵
隊
さ
ん
は
と
て
も
優
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。
沖
縄
の
人
た
ち
も
頼
る
し
、
日
本
兵
も

あ
る
意
味
で
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
わ
き
あ
い

あ
い
と
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
四
月

一
日
に
米
軍
が
上
陸
し
て
沖
縄
が
戦
場
に

な
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
優
し
か
っ
た
兵
隊
が

と
て
も
怖
い
存
在
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
母

た
ち
は
入
っ
て
い
た
濠
を
追
い
出
さ
れ
て
、
、

大
切
に
蓄
え
て
い
た
食
糧
も
奪
わ
れ
て
、
鰹

節
キ
か
じ
っ
た
り
黒
砂
粧
を
な
め
た
り
し
て

く
ら
し
て
い
く
。
住
民
を
守
っ
て
く
れ
る
は

ず
の
兵
隊
宙
軍
隊
が
守
っ
た
も
の
は
何
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
、
つ
て
私
は
沖
縄
戦
を
思
う
と

い
つ
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

戦
場
に
な
る
前
に
、
学
校
に
も
行
か
な
い

で
母
た
ち
が
石
を
運
ん
で
作
っ
た
飛
行
場

が
、
今
、
嘉
手
納
や
伊
江
島
や
読
谷
の
塞
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
車
の
某
地
が
あ
っ
た

か
ち
、
米
軍
は
最
初
に
そ
こ
を
攻
め
る
し
、
未

だ
に
戦
争
を
ひ
き
づ
っ
―
し
基
地
は
あ
り
つ
づ

も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
も
米
軍
の
統
治
下

に
お
か
れ
て
も
、
沖
縄
の
方
向
性
を
正
し
く

判
断
し
て
声
を
あ
げ
つ
づ
け
て
く
れ
た
先
輩

た
ち
が
沢
山
い
ま
す
こ
そ
の
時
代
そ
の
時
代

に
き
ち
ん
と
健
全
な
考
え
方
を
し
て
き
た
先

輩
た
ち
を
私
は
知
っ
て
い
る
し
本
で
読
ん
で

い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
沖
縄
を
好
き
で
誇
り

に
思
っ
て
い
ら
れ
る
ん
で
す
ね
よ
）
ゆ
ず
れ
な

い
、
そ
れ
だ
け
は
ゆ
ず
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
勇
気
を
持
っ
て
守
っ
て
い
く
こ
と
を
信

念
と
し
て
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
C

私
た
ち
が
新
し
い
基
地
を
絶
対
に
作
ら
せ

な
い
こ
と
が
、
私
た
ち
の
後
輩
た
ち
が
沖
縄

を
ず
っ
と
好
き
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
こ

知
事
選
の
こ
と

去
年
の
十
一
月
十
五
日
に
沖
縄
で
は
知
事

選
の
投
票
が
あ
り
ま
し
た
五
＞
結
果
は
ご
存
じ

の
と
お
り
大
田
さ
ん
を
当
選
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
e
と
て
も
残
念
で
し
た
。

正
直
言
っ
て
気
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
、

シ
ョ
ッ
ク
を
今
で
も
ひ
き
づ
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
け
ど
、
な
ん
と
か
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
ず
だ
け
ど
も
、
大
田

さ
ん
が
い
た
か
ら
私
た
ち
は
基
地
に
反
対
し

た
わ
け
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
反
対
し
て

い
る
の
を
大
田
さ
ん
は
代
弁
し
て
、
政
府
に

――
―
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つ
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
大
田
さ
ん
が
知
事
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
私
た
ち
が
方
向
を
見

失
う
ん
で
は
な
く
て
、
大
田
さ
ん
も
一
人
の

県
民
と
し
て
や
っ
て
い
く
と
言
っ
て
い
る
の

で
、
私
は
仲
間
が
、
強
い
味
方
が
一
人
増
え
だ

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事
選
の
投
票
日
の
前
日
、
私
た
ち
は
大

田
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
に
那
覇
市
の
国
際

通
り
で
「
道
じ
ゅ
ね
ー
」
を
し
ま
し
た
。
相
千

側
も
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
異
様
な
ム
、
ー
ド

で
し
た
。
国
際
通
り
の
中
で
も
一
番
に
ぎ
や

か
な
む
つ
み
橋
と
い
う
交
差
点
に
さ
し
か

か
っ
た
時
に
、
稲
嶺
さ
ん
の
街
頭
浪
説
を
し

て
い
て
、
腕
章
を
し
た
運
動
員
の
人
が
、
私
た

ち
の
先
頭
の
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
う
あ
っ
と

の
し
か
か
っ
て
き
た
ん
で
す
⇒

一
マ
イ
ク
を
止

め
ろ
と
か
解
散
し
ろ
と
か
じ
ゃ
ま
を
す
る
な

と
か
、
い
ろ
い
ろ
、
凄
く
怒
っ
て
怒
鳴
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
横
断
幕
を
持
っ
て
先
頭
の
車

の
後
ろ
に
い
た
の
で
、
そ
れ
を
少
し
離
れ
た

と
こ
ろ
で
み
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
じ
ゃ

ま
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
落
と
し
て
、
道
じ
ゅ
ね
を
続
け
た
ん
で

基
地
に
反
対
し
て
い
る
と
ホ
ン
ト
に
い
ろ

沖
編
を
好
き
だ
し

先
輩
た
ち
を
誇
り
に
思
う
か
ら

け
て
い
ま
す
親
と
か
了
ど
も
と
か
恋
人
と

か
を
奪
っ
た
戦
争
の
こ
と
を
一
番
忘
れ
た
い

の
は
沖
縄
の
人
た
ち
だ
と
思
う
の
に
、
そ
れ

を
忘
れ
さ
せ
な
い
。
基
地
が
い
つ
も
目
の
泊

に
あ
る
ん
で
す
。

母
は
ニ
ヶ
月
問
逃
げ
な
が
ら
、
今
ま
で
一

緒
に
と
な
り
に
い
て
話
し
て
い
た
ひ
と
が
突

然
爆
風
に
当
た
っ
て
死
ぬ
の
を
見
て
、
次
は

自
分
か
、
と
思
い
な
が
ら
い
る
ん
で
す
け
れ

ど
、
ど
う
せ
死
ぬ
の
な
ら
自
分
の
家
で
死
に

た
い
と
思
っ
て
、
隧
文
仁
の
方
ま
で
行
っ
て

い
た
の
が
、
や
浦
添
の
家
に
も
ど
ろ
う
と
し
た

時
に
捕
虜
に
な
っ
て
母
の
戦
争
は
終
わ
り
ま

す
。
描
捕
虜
に
な
っ
た
か
ら
助
か
っ
た
ん
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
家
族
で
よ
く
キ
ャ
ン
プ
に
行
（

た
り
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
母
は
誘
っ
て
も

一
度
も
参
加
し
ま
せ
ん
。
五
四
年
前
に
た
＜

さ
ん
石
の
上
で
眠
っ
た
か
ら
、
も
う
外
で
は

寝
た
く
な
い
、
つ
C
い
う
ん
で
す
ね
。
家
の
中

で
眠
れ
る
こ
と
は
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と
な

ん
だ
っ
て
．
．
．
。
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す
け
ど
、
と
て
も
哀
し
か
っ
た
。
私
た
ち
も
彼

ら
も
沖
縄
が
好
き
で
、
沖
縄
に
住
み
つ
づ
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
喧
嘩
を
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
敵
で

は
な
い
の
に
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。
う
ま
く
言

え
な
い
ん
で
す
け
ど
、
見
え
な
い
も
の
に
戦

わ
さ
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
感
じ
が
し
て
と
て

も
さ
び
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

戦
う
相
手
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
稲
嶺
さ
ん

が
県
政
を
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
私
た
ち
の

声
を
大
き
く
し
て
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
し

て
、
稲
嶺
さ
ん
を
私
た
ち
の
側
に
し
て
、
私
た

ち
の
方
向
に
向
く
よ
う
な
県
政
を
し
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
結
果
が
出
た
の
は
夜
中
の
十
二
時

頃
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
眠
れ
な
い
ん
で

す
ね
、
シ
ゴ
ッ
ク
で
：
ど
う
せ
家
に
い
て
も
眠

れ
な
い
な
ら
、
み
ん
な
で
ド
ラ
イ
ブ
し
よ
う
、

と
言
っ
て
、
夜
中
の
一
時
頃
に
普
天
間
基
地

の
ゲ
ー
ト
前
に
ビ
、
ー
ル
持
っ
て
集
ま
っ
て
、

く
や
し
い
こ
と
と
か
、
反
省
す
る
こ
と
と
か
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
話
あ
っ
て
四
時
頃
ま
で

そ
う
し
て
い
ま
し
た
3

そ
れ
で
ふ
っ
き
れ
た

つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
一
人
に
な
る
と
ま
た

と
て
も
寂
し
い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

間
基
地
い
ら
な
い
よ
ね
。
だ
か
ら
署
名
し
て
」

と
い
う
の
は
と
て
も
言
い
に
く
い
ん
で
す

ね
よ
）
だ
か
ら
つ
け
ん
じ
ま
の
人
た
ち
の
こ
と

を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
も
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
。
一

年
半
前
に
名
護
に
通
っ
た
時
の
よ
う
に
、
ま

た
つ
け
ん
じ
ま
に
通
っ
て
、
お
友
達
を
作
っ

て
、
少
し
づ
つ
話
を
し
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
地
元
で
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に

す
る
難
し
さ
と
い
う
の
は
、
動
い
て
み
て
初

め
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
う
ん
で
す
け
ど
、
今
沖
縄
に
は
県
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
来
て
い
ま
す
。

一
年
、
二
年
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、

「
沖
縄
問
題
」
の
解
決
を
手
伝
う
ん
だ
と
、
た

く
さ
ん
の
若
者
が
来
て
い
ま
す
。
で
も
、
「
沖

縄
問
題
」
っ
て
言
う
と
「
沖
縄
」
の
「
問
題
」
と

い
う
風
に
受
け
と
め
ら
れ
て
、
多
分
よ
そ
か

ら
見
る
と
「
自
分
の
問
題
じ
ゃ
な
い
」
と
受
け

と
め
ら
れ
る
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ

け
ど
、
こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
だ
と
思
う

ん
で
す
ね
。
沖
縄
に
住
ん
で
い
た
っ
て
基
地

問
題
に
何
の
関
心
も
な
い
人
た
ち
が
い
る
（
）

そ
の
人
た
ち
に
、
ど
ん
な
風
に
話
し
て
ど
ん

な
風
に
拡
げ
て
い
く
の
か
は
私
の
責
任
だ
と

思
う
の
で
、
沖
縄
に
住
ん
で
い
る
私
は
沖
縄

「
戦
争
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
は

負
け
た
く
な
い

昨
日
飛
行
機
の
中
で
沖
縄
の
新
聞
を
読
ん

で
い
た
ら
、
つ
て
い
う
小
さ
な
島
の
こ
と
が

記
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
島
か
ら
四
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
た
島
で
す
。
そ
こ
は
沖
縄
の
こ

の
人
を
担
当
す
る
の
で
、
東
京
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
伝
え
て
、
と
っ

て
も
難
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、
拡
げ
て

い
っ
て
、
神
奈
川
の
人
た
ち
は
神
奈
川

で
：
・
・
と
い
う
具
合
に
や
っ
て
い
け
た
ら
い

、。し
だ
か
ら
と
言
っ
て
沖
縄
を
ほ
っ
と
い
て
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
沖

縄
の
こ
と
は
日
本
全
国
み
ん
な
の
問
題
と
し

て
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
、
で
も
だ
か
ら

と
い
っ
て
み
ん
な
が
沖
縄
に
か
た
ま
っ
ち
ゃ

た
ら
、
沖
縄
だ
け
で
孤
立
し
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
心
配
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

横
浜
は
横
浜
で
遠
く
か
ら
沖
縄
を
見
て
い

て
く
れ
て
、
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
見
え
な
い

こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と

を
教
え
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
。
私
た
ち

も
遠
く
か
ら
、
「
横
須
賀
の
市
長
は
大
丈
夫
か

な
・
:
」
と
か
思
い
な
が
ら
見
て
い
ま
す
か

ら
。
そ
ん
な
風
に
結
び
つ
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

う
ま
く
言
え
な
い
で
す
け
ど
、
わ
か
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

「
地
元
」
で
運
動
す
る
っ
て

難
し
い

沖
縄
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
れ

ど
、
全
国
的
に
は
沖
縄
県
民
は
県
内
移
設
を

容
認
し
た
か
ら
稲
嶺
さ
ん
が
当
選
し
た
、
み

た
い
な
報
道
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
い
ろ
ん
な
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
、
生
き

て
い
く
の
っ
て
め
ん
ど
く
さ
い
な
、
と
か
、
こ

ん
な
風
に
活
動
す
る
の
っ
て
疲
れ
る
な
あ
と

か
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
、
そ

ん
な
こ
と
を
仲
間
に
話
し
た
ら
、
ホ
ン
ト
だ

よ
ね
難
儀
だ
よ
ね
っ
て
。
で
も
、
私
た
ち
が
疲

れ
て
辞
め
る
の
を
政
府
は
待
っ
て
る
ん
だ
よ

ね
、
つ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
政
府

の
思
う
つ
ぽ
な
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
ま
っ

ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
よ
ね
っ
て
。
だ
か
ら
、
今

や
っ
ば
り
が
ん
ば
ん
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
い

ま
す
。大
田
さ
ん
は
前
よ
く
話
し
て
ま
し
た
。
沖

縄
に
は
「
あ
き
ら
め
る
余
裕
」
な
ん
て
な
い
ん

だ
っ
て
。

と
ば
で
「
島
ち
ゃ
び
」
と
言
っ
て
、
離
島
苦
と

い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
島
で
す
。
そ
の
津

堅
島
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
日
の
ニ
ュ
ー

ス
で
も
や
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
有
権
者
四

九
一
一
人
中
四

0
二
人
の
署
名
を
持
っ
て
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
誘
致
を
県
庁
に
陳
情
に
行
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、
と
て
も

シ
ョ
ッ
ク
な
ん
で
す
け
ど
、
小
さ
な
島
で
生

活
し
て
い
る
と
、
隣
り
の
人
か
ら
「
こ
れ
に
著

い
て
」
っ
て
署
名
を
渡
さ
れ
る
と
、
基
地
に
反

対
で
も
署
名
を
断
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す

よ
ね
。
隣
り
近
所
、
親
戚
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し

て
ま
す
か
ら
（
え
そ
れ
で
九
〇
何
ハ
ー
セ
ン
ト

も
署
名
が
集
ま
っ
て
し
ま
う
C

考
え
て
い
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
と
り
あ
え
ず
は
名
前
を
書
い
て

と
言
わ
れ
て
書
い
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
v

私
は
、
名
護
に
も
東
京
に
も
、
そ
し
て
去
年

の
十
月
に
は
ア
メ
リ
カ
に
も
行
っ
て
い
ろ
ん

な
人
と
会
っ
て
話
し
を
し
ま
し
た
け
ど
、
自

分
の
地
元
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
で
話
を
す
る
の

は
と
っ
て
も
簡
単
な
ん
で
す
ね
。
自
分
の
言

い
た
い
こ
と
を
何
で
も
言
え
る
。
で
も
、
同
じ

宜
野
湾
の
隣
の
人
、
今
ま
で
基
地
の
こ
と
な

ん
か
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
人
に
「
普
天

先
月
の
後
半
に
日
出
生
台
で
沖
縄
の
一

0

四
号
線
越
え
演
習
が
移
転
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
、
本
土
五
ヶ
所
を
一
巡
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
演
習
を
終
え
た
海
兵
隊
が

沖
縄
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
兵
隊
た
ち
の
う

ち―

1
0
人
く
ら
い
は
民
間
の
飛
行
機
で
か

え
っ
て
来
て
い
ま
す
゜
戦
車
や
モ
ロ
モ
ロ
の

備
品
は
民
間
の
船
で
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
も
最
初
は
い
ろ
い
ろ
問
題
に

な
る
の
で
す
が
、
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に

麻
痺
し
て
い
っ
て
、
反
対
運
動
も
小
さ
く

な
っ
て
い
っ
て
：
・
き
っ
と
日
本
政
府
も
ア

メ
リ
カ
政
府
も
そ
れ
を
狙
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
な
あ
と
思
う
の
で
、
疲
れ
な
い
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
ち
つ
づ
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
沖
縄
で
も
大
き
く
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
沖
縄
は
ず
っ
と
前
か
ら

道
路
は
使
わ
れ
る
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

や
ら
れ
て
い
る
の
で
「
今
さ
ら
」
っ
て
い
う
感

じ
も
あ
る
の
で
す
が
、
全
国
の
民
間
の
病
院

と
か
港
と
か
空
港
を
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
、
沖
縄
は
違
う
意
味
で
怖
い
。
米
軍

は
今
ま
で
は
沖
縄
の
施
設
を
大
切
に
使
っ
て

い
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
日
本
各
地
ど
こ

で
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
沖
縄
の
基
地

を
安
心
し
て
壊
し
て
い
け
る
、
破
壊
す
る
の
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新ガイドラインを考える会蝙

岩波プックレット

新ガイドラインを考える会編

如円

＜執筆＞新倉裕史•前田哲男・呉東正

彦•福島瑞穂他

全国書店にて販売中

も

訓

練

の

一

っ

に

さ

れ

て

い

く

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

心

配

で

す

（

，

そ

ん

な

こ

と

を

さ

せ

る

ん

で

し

ょ

う

か

、

つ

て

い

う

こ

と

を

沖

縄

か

ら

の

声

と

し

て

訴

え

た

い

と

思

い

ま

す

Q

今

日

、

本

当

は

米

軍

は

嘉

手

納

基

地

で

パ

ラ

シ

ュ

ー

ト

訓

練

を

す

る

予

定

で

し

た

。

沖

縄

の

い

ろ

ん

な

団

体

が

反

対

し

て

、

稲

嶺

さ

ん

も

反

対

し

て

、

野

中

さ

ん

に

も

伝

え

て

、

そ

の

お

か

げ

で

「

延

期

」

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

「

中

止

」

で

は

な

く

「

延

期

」

で

す

か

ら

近

い

内

に

ま

た

や

る

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

が

、

と

て

も

対

応

が

早

く

て

、

か

え

っ

て

何

か

ウ

ラ

が

あ

り

そ

う

な

気

が

し

ま

す

：

ハ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

の

よ

う

な

感

じ

で

°

で

も

と

り

あ

え

ず

、

反

対

し

た

こ

と

で

演

習

が

見

送

ら

れ

た

。

こ

う

い

う

こ

と

を

一

っ

＾

i

つ

積

み

重

ね

て

い

く

し

か

な

い

ん

だ

ろ

う

な

、

と

考

え

て

い

ま

す

。
去

年

の

十

月

に

二

週

間

ア

メ

リ

カ

に

行

か

せ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

そ

こ

で

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

の

海

軍

基

地

の

視

察

が

あ

り

、

遊

覧

船

で

見

て

ま

わ

り

ま

し

た

。

f

太

平

洋

側

の

最

大

の

海

軍

基

地

で

す

°

港

を

回

っ

て

い

く

と

、

最

初

は

使

わ

れ

て

い

な

い

桟

橋

と

か

が

つ

づ

い

た

の

で

す

が

、

突

然

軍

艦

が

目

の

前

に

ど

ー

ん

と

現

れ

て

び

っ

く

り

し

て

い

る

間

も

な

く

、

行

っ

て

も

行

っ

て

も

軍

艦

が

出

て

来

る

ん

で

す

。

数

え

切

れ

な

い

ほ

ど

。

六

0と
か

八

（

）

と

か

後

で

聞

き

ま

し

た

。

ホ

ン

ト

に

気

分

が

悪

く

な

る

く

ら

い

の

軍

艦

。

こ

ん

な

に

戦

争

の

準

備

を

し

て

い

る

ん

だ

か

ら

、

ホ

ン

ト

に

戦

争

は

起

こ

っ

て

し

ま

う

な

、

と

実

感

し

ま

し

た

。

沖

縄

に

い

て

も

、

戦

争

な

ん

て

起

こ

ら

な

い

じ

ゃ

な

い

か

と

思

っ

た

り

す

る

ん

で

す

が

、

そ

ん

な

甘

い

考

え

で

い

た

ら

、

戦

争

の

準

備

を

し

て

い

る

人

た

ち

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

押

さ

れ

て

し

ま

う

。

あ

れ

だ

け

準

偏

し

て

い

る

ん

だ

か

ら

使

わ

な

け

れ

ば

、

ト

マ

ホ

ー

ー

ク

だ

っ

て

使

っ

て

循

環

さ

せ

な

け

れ

ば

経

済

も

な

り

た

た

な

い

。

サ

ン

デ

ィ

エ

ゴ

で

遊

覧

船

に

一

緒

に

の

っ

て

い

た

退

役

軍

人

の

人

た

ち

は

、

孫

た

ち

に

「

お

じ

い

ち

ゃ

ん

は

、

あ

の

船

に

の

っ

て

い

た

ん

だ

」

と

、

と

て

も

誇

ら

し

げ

に

話

て

い

ま

し

た

。

子

ど

も

た

ち

も

軍

艦

の

上

の

人

と

手

を

振

り

合

っ

て

い

る

。

戦

争

す

る

こ

と

に

と

て

も

誇

り

を

持

っ

て

い

る

、

そ

れ

が

怖

か

っ

た

ん

で

す

。

そ

う

い

う

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

負

け

な

い

た

め

に

も

、

も

っ

と

真

剣

に

や

ら

な

き

ゃ

だ

め

な

ん

だ

な

あ

、

つ

か

れ

る

な

あ

と

思

い

ま

し

た

。

で

も

、

ヤ

ル

か

ら

に

は

楽

し

く

や

り

た

い

と

も

思

っ

て

い

ま

す

。

今

沖

縄

で

は

那

覇

軍

港

を

浦

添

に

移

そ

う

と

い

う

動

き

が

あ

っ

て

、

浦

添

も

受

け

入

れ

f——^--· 

;;;;;;々飛行・題屈醤鯵
全国自治体アンケー
9,≫●アンケート解説
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る

よ

う

な

雰

囲

気

で

、

こ

れ

ま

で

は

な

か

な

か

反

対

の

声

が

起

こ

り

ま

せ

ん

で

し

た

(

L

そ

れ

が

心

配

だ

っ

た

ん

で

す

け

ど

、

最

近

に

な

っ

て

反

対

す

る

市

民

の

会

が

出

米

て

、

運

動

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

津

堅

島

の

と

な

り

の

与

勝

と

い

う

と

こ

ろ

が

あ

っ

て

、

今

で

も

ホ

ワ

イ

ト

ビ

ー

チ

と

言

っ

て

軍

艦

が

来

る

と

こ

ろ

で

す

。

そ

こ

に

ヘ

リ

ポ

ー

ト

を

誘

致

し

よ

う

と

い

う

議

員

が

い

ま

し

た

け

ど

、

こ

こ

で

は

す

ぐ

に

反

対

運

動

が

起

こ

っ

て

今

燃

え

て

い

ま

す

。

浦

添

も

そ

こ

に

触

発

さ

れ

て

燃

え

て

い

る

ん

で

す

。

こ

ん

な

風

に

し

て

、

み

ん

な

で

反

対

で

き

た

ら

い

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

遠

く

か

ら

見

て

い

る

と

、

沖

縄

も

よ

く

わ

か

ら

な

い

と

思

う

ん

で

す

ね

。

基

地

に

反

対

す

る

か

と

思

え

ば

稲

嶺

さ

ん

を

当

選

さ

せ

た

り

。

で

、

そ

れ

以

外

は

ほ

と

ん

ど

報

道

さ

れ

な

い

ん

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

C
今

日

出

逢

え

た

方

た

ち

の

中

で

、

一

人

で

も

多

く

の

人

を

つ

か

ま

え

て

情

報

交

換

し

て

い

け

た

ち

、

ま

た

そ

こ

か

ら

話

が

始

ま

っ

て

い

く

ん

じ

ャ

な

い

か

と

思

っ

て

い

ま

す

。

う

ま

く

言

え

な

い

ん

で

す

け

ど

、

こ

れ

が

私

の

感

じ

て

い

る

こ

と

で

す

゜

き

い

て

く

だ

さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
）♦
令
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5.29市民フォーラム会場
東京港芝浦
サービスセンター
港区海岸3-25-1
JR田町駅芝浦口下車・徒歩2の｝

新橋から「ゆりかもめ」で「芝浦埠頭」
下車1分
T日-03-5硲 -6760

三和鍾行●

首都高速
海岸通り

宿泊：東京海員会館（浜松町駅から竹芝桟橋方面徒歩5分右側）
TEL 03-3433-5688 

1芝浦サーピスI

センし一|

会計報告
(99.1.22~4.30) 

犀子力鍼
入鰯惰啜

［収人］
0前月からの繰趣し

〇今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収人

預金利子

資料収入

運動収入

［支出］
●今月の支出

事務所代 (3.4.5月分）

水道光熱費

電話FAX費

郵送費

文昆・偏品

印刷。コピー代

振り込み手数料

分担・参加費（意見広告）

雑費

●次月への繰越し

280,000 

24,000 

58,000 

24,000 

30,000 

144、000

17,000 

129 

oou 

120,000 

14,328 

&284 

27,460 

1,997 

42,158 

5,370 

4、000

i0,000 

572,710 

297,129 

233,597 

636,242 

=
 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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(109) 

1999.3.20~4.26 

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン社
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサン抒ルス級

BF＝原子力潜水艦（原潜）ベンジャミン・フランクリン級

橋須賀 なし

横須賀累計（うち原潜） ： 3(3) 

佐世保 なし

佐世保累計（うち原潜） ：1(1) 

約イトピーチ（沖縄・罵清町）

● 4/21 Oll:42 原潜ホノル）レ（Ll入涙^

◇ 4/24 16:00 原潜ホノル）レ (L)一些露
約什ビ→累計（うち原潜） ：1(1) 

●1999.1.1から4.26までの各馳の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

橋須賀 3(3) 

佐世保 l (!) 

切什ピ→ 1 (1) 
―`  
合計 5 (5) 

編
集
室
か
ら
●

情
け
な
い
話
だ
け
ど
、
周
辺
事
態
法

案
が
衆
議
院
を
通
過
し
た
日
も
国

会
に
は
か
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
ん
だ
よ
な
ん
だ
か
し
ら
な
い
け
ど
、

仕
事
、
仕
事
の
毎
日
な
の
で
あ
る
。
な

ん
と
か
全
国
会
議
の
広
報
だ
け
は

と
連
休
中
に
仕
上
げ
た
の
が
ご
の

号
。
連
休
前
半
は
版
下
作
り
、
四
日
は

印
刷
と
封
筒
詰
め
、
と
こ
れ
ま
た
仕

事
の
毎

H
な
の
で
あ
っ
た
。
は
あ
e

と

に
か
く
、
全
国
会
議
で
会
い
ま
し
ょ

う

。

（

た

）
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